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『 君たちはどう生きるか？ 』充実した２学期に  

３７日間の夏休みが終わり、今日から２学期がスタートします。 
さて、今年の夏休みは、皆さんにとってどんな休みでしたか？新型コロ

ナウイルス感染症が猛威を振るい、生活面でも様々な制約をされるなか、
目標を持って有意義に過ごせたでしょうか？ 
ところで、皆さんは「今どうしたらよいだろうか」という悩みや不安は

ありますか。皆さんの年代は子どもから大人へと大きく成長する、人とし
ての過渡期にあたります。様々なことに疑問を持ったり、ちょっとしたこ
とに大きな不安や怒りを感じたりすることも多いのではないでしょうか。
でも、安心してください。それはあなただけでは無く、周りの友達もみん
な同じように抱えている悩みなのです。 
 数年前、テレビやマスコミで大きく取り上げられた本の中の一つに、吉
野 源三郎 さんの『君たちは どう生きるか』という本があります。も
う既に読んだ事がある人もいるのではないでしょうか？ 
この本の主人公のコペル君こと、本田潤一君は、皆さんと同じ年頃の学

生で、学校生活で友達のことを中心に様々な悩みにぶつかります。そんな
とき、いつもコペル君のそばにいて、悩みを聞いてくれるおじさんが登場
します。コペル君は、問題や悩みが生まれるたびに、このおじさんに相談
します。おじさんは様々なアドバイスやヒントをくれます。しかし、決し
て答えは言いません。様々な問題や障害にぶつかったとき、コペル君は大
いに悩み、苦しみます。そんなコペル君に対して、最後におじさんは、『僕
たち人間は、自分で自分を決定する力を持っているんだよ』というアドバ
イスを送ります。様々な問題に、こうすればうまくいくとか、こうやれば
解決できるといった、はっきりとした答えなど無いのです。大切なことは、
そのことに対して逃げずに、真剣に本気で一生懸命自分で考えて決定する
ということなのです。私は、みなさんにおじさんの発したこの言葉の意味
をしっかりと考え、２学期の学校生活に活かしてほしいと思います。 
そしてもう一つ、コロナ禍の今だからこそ、人にやさしく、思いやりの

心を忘れずに過ごしてほしいと願っています。かけがえのない仲間を、そ
して自分自身も大切にしてください。 
今日から始まる２学期、『君たちはどう生きるか』、校長先生は楽しみ

にしています。充実した２学期にしましょう。 
                   ２学期 始業式の言葉より 

 

 

 

                      

  

 

『 ２学期の抱負 』 ３年生代表の言葉より  

３年２組 手取 紗希 さん  

 私が 2 学期頑張りたいことは 3 つあります。1 つ目は、勉強です。3 年
生になり、受験生と呼ばれるようになり、より一層勉強や高校選びと向き
合う時期になったからです。志望校に合格するには、勉強をたくさんしな
くてはなりません。苦手な教科は早めに克服していきたいです。コツコツ
を復習していき、学力を上げて志望校合格を目指して頑張ろうと思いま
す。今年の夏休みはいつもと違う夏休みになり、遊ぶ時間が減った分、勉
強机に向かう時間が大幅に増えました。「夏を制するものは、受験を制す」、
この言葉を胸に日々勉強に励みました。長時間勉強するのは私にとって苦
であり、椅子に座っていることがとてもつらかったです。ですが、この 1
年だけでもがんばれば、夢が叶って、思い描いている高校生活がスタート
できると思うと、「よし頑張ろう」という気持ちに変わったかなと思いま
す。私はもともと勉強することが好きではなく、２年生の初めにコロナの
影響で休校になってしまった時、勉強をしませんでした。今になって勉強
しておけばよかったと後悔しています。その分、今たくさん勉強しなくて
はならなくなってしまったので、人一倍頑張らないといけないと思ってい
ます。テストもたくさん増えたので、受験勉強とテスト勉強を両立してい
きたいと思います。 
 二つ目は、行事です。3 年生になると、学校行事のたびに、「最後の」と
いう言葉がついてきます。その「最後の」という言葉を後悔しないで、思
い切り楽しみたいと思います。私たち赤学年の良いところは、明るく優し
い人が多いので、一つ一つの行事に真剣に取り組むことです。楽しみにし
ていた修学旅行は、惜しくもなくなってしまい、本当に残念ですが、今ま
で準備してきたことは決して無駄ではなかったと信じています。最後まで
私たちを行かせてくれようとしてくれた先生方には、とても感謝していま
す。その分 2 学期にある行事に気持ちを切り替え、一つひとつ一生懸命取
り組むことで楽しみ、中学校生活の思い出として残していきたいです。 
 ３つ目は、最上級生としての意識です。南中の顔としてふさわしい行動
がとれればいいと思っています。特に、時間を見て行動したり、挨拶をた
くさんしたりすることを心掛けていきたいです。また、去年度のほとんど
の行事がコロナの関係で中止になったり、縮小されたりしたので、南中の
行事の伝統を知っているのは私たち３年生だけです。先輩方から受け継い
できた伝統を、１、２年生にしっかり引き継ぐことができるように、全力
で頑張る姿を見せていきたいです。そして、赤学年全員で新たな良い伝統
を残せたらいいなと思います。 
 ２学期は今日からです。たくさん挑戦してよい思い出を作り、より仲が
深まるような２学期にしたいです。（1,2 年生代表の言葉は裏面に掲載） 

 吹奏楽部 北部地区大会で金賞を受賞！  
７月３０日(金）、鴻巣市のクレア鴻巣にて県吹奏楽コンクール北

部地区大会が行われました。 
吹奏楽部は、この大会に向けコロナ禍の中、感染防止に細心の注

意を払い練習を重ねてきました。当日は、福島弘和作曲の「交響曲 
西遊記」を奏でました。打楽器と木管・金管楽器が絶妙なタイミン
グの大変難しい曲でしたが、それぞれの楽器が絶妙に調和し、感動
的な演奏となりました。その結果、見事に金賞受賞となりました。 
 吹奏楽部の皆さん、素晴らしい演奏ありがとうございました。  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 コロナに負けるな！ご寄付に感謝します  
８月５日(木）、市内のシタラ興産様よりサッカーボールを２０

個寄付していただきました。コロナ禍により、学校行事や生活が中
止や制限される中、がんばっている子どもたちを応援したいとの思
いで寄付していただきました。贈呈式にはサッカー部員が参加して
くれました。ご寄付いただいたボールは、サッカー部の練習や体育
の授業等で有効に活用させていただきます。シタラ興産様、ありが
とうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日        曜 ９月のおもな行事 
１  水 ☆中3実力テスト 1,2年夏休み明けテスト SUL(３年) 
２  木 ☆中3実力テスト 1,2年夏休み明けテスト 

2年生深谷チャレンジ(数学)③ 
３  金 ☆ 
４  土     
５  日  
６  月 ☆SUL(全学年)  
７  火 ☆新人戦地区予選会代表者会議 
８  水 ☆SUL(３年)   
９  木 ☆新人戦水泳県大会 
１０  金  
１１  土  
１２  日  
１３  月  
１４  火  
１５  水 SUL(３年) 
１６  木  
１７  金 生徒評議会                   
１８  土   
１９  日  
２０  月 敬老の日 
２１  火 登校指導（B班） 木曜日課 
２２  水 新人陸上市予選 SUL(３年) 
２３  木 秋分の日 
２４  金 生徒会専門委員会   
２５  土  
２６  日  
２７  月 SUL(全学年) 
２８  火 生徒集会（新人戦壮行会） 
２９  水 SUL(３年)   
３０  木 新人戦中心日1日目 
10/1  金 新人戦中心日2日目 

☆感染防止の為の短縮授業日（午前中 4時間授業・給食・清掃・学活・下校） 



「２学期の抱負」  ２年２組  塩谷 絆 君 

「２がつく学期は大事」ある先生がそう言っていました。そして、今その２学期が始まろうとしています。自分が２学期がんばりたいことは

２つあります。 

一つ目は視野を広げることです。これは社会に出ても重要視されることです。新しいアイディアの発想などは、空気を変えられる一手となり

ます。自分は性格が一つの考えに固執してしまう節があるため１学期では様々な機会があっても意見が出せませんでした。なので、２学期では

様々な角度から物事を見たいと思います。視野を広げるとまわりを見ることができます。例えば、誰かがペンを落としても、一番前に座ってい

る人はそれに気づきにくいですが、一番後ろの人は良く気づきます。そうやって細かいことでも気づいて自分から声をかけて、それが学年全体

でできるようにしたいです。 

二つ目は、自分と向き合うことです。これは２学期の自分の目標ではありますが、ぜひ皆さんにもやってほしいです。自分と向き合うと自分

の良いところと悪いところが明確になります。テストだったら１学期のテストで自分がどんな問題で間違えているのかを分析して、次のテスト

につなげたりすることができます。２学期では自分と向き合い、前に進む力を付けていきたいです。また、自分のことだけでなくて、周りの人

とも向き合いたいと思います。みんながそれぞれ周りの人と向き合うことできっとこの学級の雰囲気もパッと明るくなると思います。 

視野を広げる、自分と向き合うの２つの共通点として「自分から動く」ということが挙げられます。どちらも結局自分が行動をしなければ変

えられません。なので、２学期では、自分が積極的に動いて誰か一人ずつでもその輪が広がっていけたらいいです。そして２が付く時期は大事

ということで、２年生の２学期、ここでまた気を引き締め、行われる予定の体育祭や３年生になったら始まっていく受験のための土台づくりを

みんなで声をかけ合い、一致団結してつくっていきたいと思います。 

 

「２学期の抱負」  １年２組  齋藤 孝大 君 

 僕の２学期の目標は、２つあります。一つ目は１学期の中間テストでは良い点を取れたものの期末テストでは、中間テストの点数より少し下

がってしまいました。なので、２学期は下がらないよう、毎回授業の予習復習をしたり、早めにテスト勉強をしたいと思います。 

 ２つ目は、新人戦に出ることです。１学期の部活では、初めてソフトテニスというものに触れました。ソフトテニスだけでなく、礼儀や積極

的に自分から活動することなどを学びました。また、ランニングで最後まで歩かずに走り切ったり、始まる１５分前くらいには着いて準備をし

たりしました。素振りを何回もして、どうやったら速いボールが打てるか考えたりと自分なりに一生懸命活動ができました。しかし、夏休みに

入り前半では暑さの中でも活動できていましたが、後半からは部活が中止になりました。ソフトテニス部のみんなで中止になった場合のことを

決めました。そこで、自分でメニューを考えて、家でトレーニングすることを実行しました。このことで僕は、部活が無くなった時は、自分で

考えてトレーニングすることが大事なのだとわかりました。なので、２学期も１学期や夏休みでやってきたことを継続していき、新人戦に出ら

れるよう、日々努力していきたいです。 

この２つの目標を主として、目標に向かって２学期も頑張りたいと思います。そして、学年としても２学期は、中学校にきて初めての音楽会

と体育祭があります。音楽会では、クラスのみんなで決めた歌を、ソプラノやアルトなどに分かれ、心を一つにして歌いたいです。体育祭では、

クラス一丸となって力いっぱい種目をこなしたりして、クラスや学年が一つになる場面が多々あると思います。しかし、今の状態ではまだクラ

スや学年が一つになれていない感じがします。２学期から徐々に、様々なところで協力し合っていき、音楽会や体育祭で団結したクラスや学年

になるようにしたいです。そのためには、まず僕から協力できるようにします。団結力のあるお互い協力し合えるクラス、学年にしていきたい

です。 

 


